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第 62 回竹原駅伝競走大会・第 16 回豊田竹原中学校駅伝競走大会結果
第 62 回竹原駅伝競走大会

　10 月 23 日（日）、駅伝競走大会が開催されま

した。賀茂川中学校をスタートし、仁賀町で折り

返すコースを各チームがたすきをつなぎ、白熱し

た好レースが展開されました。

郡市の部　６チーム　（37.93km）
優　勝　呉市体育協会Ａ　　　2時間 2 分 49 秒

準優勝　呉市体育協会Ｂ　　　2時間 3 分 3 秒

第３位　広島市陸上競技協会　2時間 5 分 42 秒

一般男子の部　12 チーム　（15.85km）
優　勝　竹原走歩会　　　　　51 分 52 秒

準優勝　尾道市体育協会　　　54 分 2 秒

第３位　バンブースポーツクラブＡ　55 分 18 秒

一般女子の部　１チーム　（15.85km）
優　勝　竹原市陸上競技協会　1時間 8 分 5 秒

中学校男子の部　８チーム　（15.85km）
優　勝　塩町中学校　　　　　52 分 13 秒

準優勝　大崎上島中学校　　　54 分 34 秒

第３位　因島南中学校　　　　55 分 38 秒

中学校女子の部　４チーム　（15.85km）
優　勝　忠海中学校　　　　　1時間 12 分 9 秒

準優勝　大崎上島中学校　　　1時間 13 分 34 秒

第３位　竹原中学校　　　　　1時間 14 分 46 秒

第 16 回豊田竹原中学校駅伝競走大会

※男子・女子の上位各２チームは、11 月 13 日（日）

　に東広島市で開催される中国中学校駅伝競走大

　会に豊田郡・竹原市の代表として出場します。

中学校男子の部６チーム（15.85㎞）
優　勝　大崎上島中学校　　　54 分 34 秒

準優勝　吉名中学校Ａ　　　　56 分 58 秒

第３位　忠海中学校　　　　　59 分 30 秒

中学校女子の部４チーム（15.85㎞）
優　勝　忠海中学校　　　　　1時間 12 分 9 秒

準優勝　大崎上島中学校　　　1時間 13 分 34 秒

第３位　竹原中学校　　　　　1時間 14 分 46 秒
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アイドリングストップ

踏　切 用事を済ませる間
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　竹原のみなさん、いつもあたたかい励ましを感謝いたします。

　小梨町地域おこし協力隊の酒井望です。平成 26 年 10 月から

小梨町地域おこし協力隊として産業振興課に所属し、農業振興、

産業振興に携わって丸２年が経過しました。

　今はちょうど稲刈りシーズンで、３度目の稲刈りになります。

一緒に稲刈り作業をしている地域のみなさんから「酒井さん、

手刈りも板についてきたねぇ」と言っていただけるようになり

ました。

　２年が経過して、携わる活動も幅広くなってきました。現在

携わっている活動の一部を紹介します。

問い合わせ　産業振興課農林水産振興係

　　　　　　☎２２-７７４５
小梨町地域おこし協力隊　活動報告

「地域活動などの支援内容」

・農事組合法人サンファーム小梨

・緑竹栽培事業

・たけはらキッズ野菜ソムリエ育成事業

・特産品の開発や販売

　（たけのこや米の関連商品など）

・水産業産地協議会

・鳥獣害対策事業

・協働のまちづくり

・竹原ご当地グルメ推進協議会

など、様々な活動に携わっています。

　現在は 10 月、11 月、12 月と第２期キッズ野菜ソムリエ育成

プロジェクトを開催しています。竹原の児童を対象とし、地元

の野菜・果物の魅力を発見してもらい、地元愛を育むことを目

的としたプロジェクトです。地元の農家のみなさんや、アヲハ

タ株式会社、竹原市教育委員会にご協力いただき、昨年度は

13 人のキッズ野菜ソムリエが誕生しました。今年度は 15 人の

キッズ野菜ソムリエが誕生予定です。このような、竹原の将来

を担っていく子どもたちとの勉強の時間は特にやりがいを感じ

ています。

　３年目となる今年は、任期終了後も竹原で生活し続けられる

よう、経済的基盤をしっかりと確立していきたいと考えていま

す。そのためにも今携わっている様々な活動をしっかりとこな

し、一層経験を積んでいきたいと思っています。

　日頃の活動や小梨での生活の様子を facebook で報告してい

ます。ぜひ、ご覧ください。

　協力隊に入る前から竹原が大好きで、竹原で働きたいという

願いが叶ってから早２年、この地で活動する機会を与えていた

だいていることに日々感謝でいっぱいです。まだまだ力不足な

私ですが、今後ともみなさんのご協力やご指導をいただきなが

ら、小梨町をはじめ、竹原市のより一層の活性化のためにお役

に立てるよう頑張りたいと思います。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。


